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会費納入のお願い
当会の活動は、会員の皆さまの会費によって支えられています。反核・平和の活動をすすめるうえ
での貴重な財源になりますので、今年度の会費納入のご協力をお願いします。
まだ入会されておられず、会の趣旨に賛同し入会を希望される方は、ホームページにてお申込みい
ただけます。
■⼀般会員：年額3,000円
■学⽣会員：年額500円
■賛助会員（個⼈）：年額1口1,000円
■賛助会員（団体）：年額1口10,000円

⻑野銀⾏ 元町支店 普通口座
【店番号】106
【口座番号】8836441
【名義】⻑野反核医療者の会 事務局⻑ 出河進

会報

⻑野反核医療者の会
ホームページ入会申込

4月29日、松本市勤労者福祉センター
で「核兵器を廃絶する⻑野医療者の会
（通称・⻑野反核医療者の会）」の結成
総会・講演会が開かれ、会場に20人、Ｚ
ＯＯＭによるオンライン参加に42人の合
計62人が参加しました。また、開催にあ
たって全国組織である「核戦争に反対す
る医師の会」をはじめ各地の反核医師の
会からもメッセージが寄せられました。
想像していたより多くの方が興味を持っ
てくださり、私たち事務局メンバーは大
喜びでした。参加してくださった方、応
援メッセージをくださった方、本当にあ
りがとうございました。

記念講演には、松本⼤学学⻑の菅谷昭氏をお呼びしました。菅谷氏は医師になりたて
の頃に聖路加国際病院の日野原医師と出会い「患者の目線に立った医療」を目指し、
その後も「ベラルーシ住⺠や事故被害者」「松本市⺠」といった目の前の人の立場に
立って活動されました。また菅谷氏は若い時に占いで「43歳で死ぬ」と言われ、43歳
の時に学会から帰る飛行機の中で「このままでは死ねない。納得して死にたい」と思
い、ベラルーシへの医療支援に行ったというお話が印象的でした。ロシアのウクライ
ナ侵略については、「⼀度核災害が起きたら⻑期に⼈は住むことができなくなる。核
は人類が手にしてはいけないもの」「福島原発事故後、私は何よりも命が最優先であ
るという思いで『人の命を優先するか、経済を優先するかの岐路に立っている』と発
言した。しかし今でも政府や大国は経済優先。ウクライナの人々のあの命はそんなに
軽いものではないはず」と強調されました。
講演の最後には「行動を起こさなければ何も生まれない。焦らず、気負わず、地道に、
自分のできる範囲で」というメッセージをくださいました。

菅谷昭氏…1986年のチェルノブ
イリ原発事故後、ベラルーシで
医療支援に従事。その後、松本
市⻑に就任。現在は松本⼤学学
⻑として、平和について教鞭を
執られている。

総会では活動方針・理念と規約などの議案が賛成多数で採択され、結成が宣言されました。また、特別決
議として「ロシア軍のウクライナへの侵攻と核兵器による威嚇に抗議し、核廃絶を求める声明」が採択され
ました。共同代表の木下真理子医師は最後の挨拶で、訪問診療でのエピソードに触れて「もし今核戦争が起
きてしまえば、お看取りも叶わず、私たちがその人の最期を後悔のないように終わらせて差し上げるという
仕事も全て無になってしまう。感情を大いに爆発させながら、活動していけたらいいなと思っております」
と話されました。全体の感想には「反核、という言葉一つでたくさんの人が集まって話し合うことができる
ことに感動した。」「活動方針の議論の中で『被害者に寄り添いたい』という思いを参加者が各々の言葉で
語るような流れになったのがすごかった。」といった声が寄せられました。
結成後、学習会の依頼やメディアからの取材が何度かあり、知りたい・行動したいと思っている方々と繋

がりやすくなったと感じます。まだ活動は始まったばかりですが、地域・草の根の視点と世界の視点を両方
持って「焦らず、気負わず、地道に、自分のできる範囲で」続けていきたいです。


